
第１４回七飯町地域公共交通活性化協議会 概要 

１ 日 時 令和５年９月２５日（月）１４時００分～１４時５０分 

２ 場 所 七飯町役場 １０１会議室（七飯町本町６丁目１番１号） 

３ 出席者 委員総数１５名の内１１名出席（内４名代理出席）、４名欠席 

   随行者１名、報道２社、事務局４名 

委託事業者２名（日本データーサービス株式会社計画調査部） 

４ 議 事 

（１）七飯町ハイヤー・タクシー運賃負担軽減実証実験について 

（２）関係者ヒアリング及び町民意見交換会について 

（３）七飯町ハイヤー・タクシー運賃負担軽減実証実験、関係者ヒアリング及び町民意見交換会を踏まえ

た七飯町の考え方について 

（４）その他 

５ 内 容 

区分 内容 

１ 開会 ・会長挨拶 

・欠席委員報告 

２ 議事 ※議事進行は、七飯町地域公共交通活性化協議会規約に基づき、会長である七飯町

副町長が行う。 

（１）七飯町ハイヤー・タクシー運賃負担軽減実証実験について 

・資料２により、事務局から説明 

＜質疑等＞ 

【委員】 

アンケート結果について、申請したが、全く利用しなかった方の意見は把握して

いるか。 

【事務局】 

大沼地区の方から５００円では地区内しか利用できないことから使わなかった

という意見があった。また、申請はしたが、家族や病院による送迎があったため、

利用しなかったなどの意見もあった。 

→その他質疑等無し 

（２）関係者ヒアリング及び町民意見交換会について 

・資料３－１及び資料３－２により、事務局から説明 

＜質疑等＞ 

【委員】 

事業者や運転手に聞いてみたところ、１メーターか２メーターの７００円から８

００円程度で移動する利用者の場合は、５００円の券を利用するとバス料金並みの

金額で移動ができたという声を聞いた。しかし、大沼地区などでは、１枚では全然

足りなかったという声も聞いた。とは言え、大沼地区なので、１人で２枚、３枚と

使えるようにしてしまうと、他の地区の住民から不公平と声があがる可能性もある



ので、例えば１，０００円までなら５００円券１枚、２，０００円なら２枚、３，

０００円なら３枚使ってもよいとすれば、公平性を保つことができると思う。 

※意見のため、事務局からの回答等は特に無し。 

→その他質疑等無し 

（３）七飯町ハイヤー・タクシー運賃負担軽減実証実験、関係者ヒアリング及び町

民意見交換会を踏まえた七飯町の考え方について 

・資料４－１及び資料４－２により、事務局から説明 

→質疑等無く承認 

※資料４－２の意見書を各委員から１０月１６日（月）までに提出いただくことと

した。 

（４）その他 

・資料５について、事務局から情報提供 

＜質疑等＞ 

【委員】 

 タクシーの実証実験について、事業費はどれくらいだったか。 

【事務局】 

 町が事業者に対して、補助金として支出した合計額は２月から５月までの４か月

間で７，８９４，０００円である。 

→その他質疑等無し 

３ 閉会 ・事務局から次回開催について令和５年１１月頃を予定 

 


